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〔
書
　
評
〕

樋
上
惠
美
子
著
『
近
代
大
阪
の
乳
児
死
亡
と
社
会
事
業
』安　

元　
　
　

稔

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
乳
児
死
亡
に
関
す
る
本
格
的
研
究
の
嚆
矢
と

な
っ
た
著
書
を
既
に
前
世
紀
の
初
頭
に
刊
行
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・

ニ
ュ
ー
マ
ン
は
、
大
部
の
著
作
の
副
題
を
「
一
つ
の
社
会
問
題
」
と

し
、「
社
会
問
題
と
し
て
の
乳
児
死
亡
」
と
い
う
視
点
を
貫
い
て
い

る
（George N

ew
m

an, Infant M
ortality, A

 Social P
roblem

, 

M
ethuen, London,

一
九
〇
六
年
、
三
五
六
頁
）。
巨
大
都
市
ロ
ン
ド

ン
の
公
衆
衛
生
責
任
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
、
女
性
の

職
業
、
労
働
、
結
婚
、
出
産
、
哺
育
環
境
、
家
庭
と
社
会
、
都
市
化
、

住
宅
、
貧
困
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
的
諸
条
件
の
下
で
、
一
九
世
紀

後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
の
乳
児
死
亡
の
実
態

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
克
明
に
分
析
し
て
い
る
。　

　

樋
上
惠
美
子
氏
の
労
作
『
近
代
大
阪
の
乳
児
死
亡
と
社
会
事
業
』

も
ま
た
、
急
速
な
都
市
化
と
工
業
化
を
経
験
し
つ
つ
あ
っ
た
一
九
世

紀
末
期
以
降
の
大
都
市
大
阪
に
お
け
る
乳
児
死
亡
を
「
社
会
問
題
」

の
重
要
な
一
局
面
と
し
て
切
り
取
り
、
多
く
の
関
連
史
料
に
基
づ
い

て
実
証
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
そ
の
改
善
策
に
取

り
組
ん
だ
人
々
と
組
織
の
事
跡
を
追
っ
た
業
績
で
あ
る
。
大
阪
市
は

一
九
二
五
年
に
人
口
二
一
一
万
を
か
か
え
、
文
字
通
り
わ
が
国
最
大

の
都
市
と
な
っ
た
。
都
市
の
死
亡
率
を
社
会
的
文
脈
で
探
る
場
合
、

大
阪
の
乳
児
死
亡
の
分
析
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
対
象
の
一
つ
で
あ
る
。

　

氏
は
、「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
本
書
執
筆
に
至
っ
た
動
機
を

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
勤
務
先
の
大
阪
府
立
盲
学
校
を
早
期
退
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職
し
、
女
性
史
研
究
の
た
め
に
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
研
究
科
に
進

み
、
戦
前
期
の
都
市
の
う
ち
最
も
高
い
乳
児
死
亡
率
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
大
阪
の
乳
児
死
亡
の
実
態
と
社
会
事
業
の
状
況
の
解
明
を
目
指

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
は
近
代
日
本
に
お
け
る
女
性
の

社
会
的
地
位
を
象
徴
す
る
乳
児
死
亡
の
内
実
を
、
社
会
問
題
の
究
明

と
い
う
文
脈
で
解
き
明
か
す
こ
と
が
著
者
の
基
本
的
な
動
機
で
あ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

先
ず
本
書
の
構
成
と
内
容
を
紹
介
し
、
著
者
と
ほ
ぼ
同
様
の
視
点

か
ら
近
代
イ
ギ
リ
ス
都
市
の
乳
児
死
亡
に
関
心
を
持
つ
評
者
の
感
想

を
最
後
に
述
べ
て
み
た
い
。
序
章
は
、
本
書
を
通
じ
て
著
者
が
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
紹
介
し
、
全
体
の
構

成
を
俯
瞰
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
「
女
工
の
結
婚
と
出
産
」
は
、

大
阪
に
お
け
る
工
業
化
の
主
役
で
あ
っ
た
女
子
繊
維
工
業
労
働
者
の

置
か
れ
た
社
会
的
・
経
済
的
状
況
が
母
胎･

母
体
と
胎
児
・
新
生
児

に
与
え
る
影
響
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
近
世
以
来

の
大
阪
市
の
成
立
、
商
業
従
事
者
や
職
工
の
世
帯
形
成
と
結
婚
年
齢

が
出
生
率
・
人
口
数
と
の
関
連
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
「
母
胎
の
状
態
と
先
天
的
な
死
亡
」
で
は
、
死
因
別
乳
児

死
亡
に
お
い
て
高
い
比
率
を
占
め
た
先
天
性
弱
質
死
亡
（
先
天
異

常
・
異
常
分
娩
・
胎
生
期
感
染
症
等
に
よ
る
死
亡
）、
妊
娠
八
ヶ
月
以
後

の
後
期
死
産
と
生
後
一
週
未
満
の
早
期
新
生
児
死
亡
を
合
わ
せ
た
周

産
期
死
亡
の
動
向
と
母
胎
の
状
況
・
妊
産
婦
死
亡
率
が
、
女
性
の
労

働
条
件
の
実
態
と
の
関
連
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。
低
所
得
階
層
の
妊

産
婦
の
出
産
支
援
・
疾
病
治
療
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
公
的
あ
る
い

は
慈
善
に
基
づ
く
産
院
・
巡
回
病
院
の
取
り
組
み
の
解
明
も
ま
た
こ

の
章
の
目
的
で
あ
る
。
更
に
、
大
阪
市
に
お
け
る
二
五
地
域
間
の
乳

児
死
亡
率
に
お
け
る
格
差
の
存
在
が
、
地
域
間
の
生
活
水
準
・
所
得

分
布
・
乳
児
生
育
条
件
の
相
違
と
関
わ
ら
せ
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

死
因
別
乳
児
死
亡
の
う
ち
先
天
性
弱
質
死
亡
に
次
い
で
高
い
割
合

を
占
め
る
脚
気
と
脳
膜
炎
（
脳
脊
髄
膜
炎
）
の
動
向
を
跡
づ
け
る
こ

と
が
、
第
三
章
「
食
生
活
の
改
善
：
脚
気
と
脳
膜
炎
」
の
課
題
で
あ

る
。
脚
気
は
米
食
過
多
を
主
因
と
し
て
発
症
し
、
結
核
と
並
ん
で

「
国
民
病
」
と
呼
ば
れ
た
疾
病
で
あ
っ
た
。
成
人･

乳
児
の
多
く
が

犠
牲
に
な
り
、
一
九
一
八
～
一
九
二
二
年
に
罹
患
率
は
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
。
激
し
い
労
働
を
維
持
す
る
た
め
に
過
度
に
米
食
に
依
存
し
が

ち
な
成
人
男
子
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
予
防
栄
養
素
で
あ
る
チ
ア
ミ

ン
（
ビ
タ
ミ
ン
B1
）
の
必
要
量
が
高
ま
る
妊
娠
中
・
産
褥
中
の
女
性

も
脚
気
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
妊
婦
の
脚
気
罹
患
は
母
乳
を
通
じ
て

出
産
後
の
乳
児
脚
気
の
原
因
と
も
な
っ
た
。
従
っ
て
、
全
年
齢
男
子

脚
気
死
亡
率
、
女
子
脚
気
死
亡
率
と
乳
児
死
亡
率
と
の
間
に
強
い
相
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関
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
正
期
の
大
阪
に
お
け
る
高
い
脚
気
死
亡
率
は
、
職
工
世
帯
の
比

率
の
高
さ
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
脚
気
は
食
生
活
と
強
く
関

連
す
る
家
族
の
疾
病
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
に
お
け
る
大
阪
市

の
死
因
別
乳
児
死
亡
率
を
見
る
と
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
率
に
は
地
域

に
よ
っ
て
大
き
な
格
差
が
あ
っ
た
。
職
工
・
日
雇
労
働
者
居
住
地
域

に
お
け
る
脚
気
乳
児
死
亡
率
の
高
さ
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、

脚
気
予
防
の
た
め
の
麦
飯
の
奨
励
や
労
働
力
保
全
の
た
め
と
も
思
わ

れ
る
栄
養
摂
取
方
法
改
善
の
気
運
の
高
ま
り
と
関
連
し
て
、
一
九
一

一
年
の
紡
績
工
場
に
お
け
る
女
工
の
食
事
内
容
、
一
九
二
〇
年
に
実

施
さ
れ
た
細
民
居
住
地
域
の
食
事
、
哺
育
の
実
態
、
疾
病
調
査
報
告

の
内
容
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

乳
児
期
を
と
も
か
く
も
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
嬰
児
を
待
ち
受

け
て
い
た
の
は
、
一
層
過
酷
な
「
生
き
に
く
さ
」
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た
。
生
後
一
～
五
年
ま
で
の
幼
児
死
亡
率
の
検
討
の
目
的
は
、

出
生
後
の
子
供
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
、
工
業
化
の
進
展
に
伴
う
工

場
煤
煙
、
居
住
環
境
の
劣
化
が
生
存
児
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た
か
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
離
乳
食
の
内
容
も
ま
た
そ
の
後
の
幼
児

の
生
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

脚
気
に
次
い
で
高
い
乳
児
死
亡
を
構
成
す
る
脳
膜
炎
の
う
ち
、
治

癒
可
能
な
も
の
は
当
時
医
学
界
に
お
い
て
「
い
わ
ゆ
る
脳
膜
炎
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
原
因
が
含
鉛
白
粉
の
使
用
で
あ
る
こ
と
が
一
九
二

三
年
に
公
表
さ
れ
て
か
ら
も
、
そ
の
使
用
が
規
制
さ
れ
た
東
京
以
外

の
場
所
で
は
、
母
乳
哺
育
の
下
で
乳
幼
児
の
鉛
中
毒
、「
い
わ
ゆ
る

脳
膜
炎
」
の
犠
牲
者
が
減
少
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
貧
困
と
高
い

乳
幼
児
死
亡
率
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
の
方
策
は
、
軽
費
疾
病

治
療
機
関
設
立
と
食
生
活
改
善
の
た
め
の
指
導
を
は
じ
め
と
し
て
、

公
的･

私
的
領
域
で
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
相

次
い
で
開
設
さ
れ
た
財
団
法
人
山
口
厚
生
病
院
、
大
阪
市
民
病
院
、

豊
崎
診
療
院
、
日
本
慈
濟
会
に
よ
る
診
療
所
、
逓
信
局
に
よ
る
簡
易

保
険
健
康
相
談
所
等
は
こ
う
し
た
機
運
が
実
現
し
た
例
で
あ
る
。
そ

し
て
、
食
生
活
の
改
善
は
大
阪
市
立
衛
生
試
験
所
に
よ
る
栄
養
指
導
、

大
阪
市
立
公
設
市
場
の
開
設
と
い
う
形
で
促
進
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、

一
九
二
一
年
に
開
設
さ
れ
た
大
阪
市
立
乳
児
院
に
は
、
乳
児
だ
け
で

な
く
二
歳
以
下
の
幼
児
の
た
め
の
保
育
所
も
併
設
さ
れ
、
低
所
得
階

層
の
健
康
維
持
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
「
乳
児
死
亡
の
低
減
の
た
め
に
」
に
お
い
て
著
者
が
意
図

し
た
の
は
、
乳
児
の
後
天
的
な
疾
患
で
あ
る
下
痢
、
呼
吸
器
疾
患
、

脚
気
の
低
減
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
実
現
し
た
の
か

を
母
乳
哺
育
・
人
工
栄
養
の
与
え
方
の
改
善
を
通
じ
て
分
析
す
る
こ
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と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
著
者
は
育
児
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
親

の
職
業
の
検
討
か
ら
始
め
る
。
工
業
従
事
者
、
商
業
従
事
者
、
給
与

生
活
者
、
大
阪
へ
の
移
入
者
と
定
住
家
族
と
の
間
に
は
、
母
乳
の
与

え
方
、
人
工
栄
養
に
関
す
る
衛
生
知
識
に
無
視
し
得
な
い
相
違
が
存

在
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
乳
児
死
亡
率
の
格
差
を
生
ん
だ
。
家
庭
で

母
乳
哺
育
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
働
く
母
親
の
た
め
に
、
母
乳
指
導
、

新
鮮
な
牛
乳
供
給
を
保
証
す
る
制
度
が
生
ま
れ
た
。
大
阪
府
立
保
嬰

館
、
大
阪
乳
幼
児
保
護
協
会
、
小
児
保
健
所
、
工
場
に
お
け
る
助
産

施
設
の
整
備
、
衛
生
知
識
の
普
及
は
下
痢
に
よ
る
乳
児
死
亡
の
減
少

に
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
た
。

　

後
天
的
な
乳
児
死
亡
の
う
ち
、
母
親
の
衛
生
知
識
、
授
乳
方
法
や

栄
養
知
識
の
普
及
に
よ
っ
て
死
亡
率
が
大
き
く
低
減
し
た
下
痢
に
よ

る
乳
児
死
亡
と
比
較
す
る
と
環
境
要
因
が
複
雑
に
絡
ん
で
発
生
す
る

呼
吸
器
疾
患
の
低
減
は
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

第
五
章
「
住
宅
の
改
善
と
社
会
事
業
」
は
、
呼
吸
器
疾
患
と
住
宅
の

立
地
条
件
・
構
造
・
居
住
人
口
密
度
・
水
は
け
・
換
気
、
大
気
汚
染

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
要
因
と
を
関
連
さ
せ
て
考
察
し
、
改
善
策
と

し
て
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
四
年

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
阪
市
中
心
部
に
お
け
る
住
宅
の
広
さ
は
平
均

し
て
周
辺
部
の
ほ
ぼ
三
倍
近
く
あ
り
、
周
辺
部
の
乳
幼
児
死
亡
率
は

中
心
部
の
三
倍
に
及
ん
で
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
比
較
的
富
裕
な
中

心
部
の
住
民
と
周
辺
部
の
労
働
者
居
住
地
域
の
住
民
と
の
健
康
格
差

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
一
九
二
六
年
に
お
け
る
中
心
部
船
場
の
乳

児
死
亡
率
九
五
パ
ー
ミ
ル
と
比
べ
る
と
周
辺
部
の
北
区
の
そ
れ
は
一

五
五
ポ
イ
ン
ト
も
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
改
善
す

る
た
め
に
市
長
の
関
一
を
中
心
に
立
案
さ
れ
た
都
市
計
画
の
推
進
に

よ
っ
て
、
土
地
会
社
・
耕
地
整
理
組
合
・
土
地
区
画
整
理
組
合
が
労

働
者
用
の
長
屋
住
宅
と
給
与
生
活
者
・
自
営
業
者
用
の
市
営
住
宅
用

地
を
造
成
し
て
い
っ
た
。
関
一
の
都
市
計
画
は
、
労
働
者
階
級
の
居

住
条
件
の
緩
和
に
全
面
的
に
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
一

九
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
一
人
当
た
り
居
住
空
間
、

排
泄
設
備
お
よ
び
上
水
道
の
専
用
率
も
増
加
し
た
。
こ
の
結
果
、
乳

児
死
亡
率
の
低
下
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
五
年
に
実
施
さ
れ
た
「
大
阪
市
衛
生
組
合
地
域
別
出
産
、

死
亡
、
乳
児
死
亡
調
査
」
と
い
う
極
め
て
興
味
深
い
統
計
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
者
は
乳
児
死
亡
率
と
居
住
条
件
の
関
連
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
事
実
を
発
見
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
五
年
以

前
の
同
様
の
調
査
に
よ
る
乳
児
死
亡
率
と
比
較
し
た
場
合
、
先
天
性

弱
質
、
脚
気
、
脳
膜
炎
に
よ
る
乳
児
死
亡
率
の
低
下
率
は
前
者
の
調

査
に
お
い
て
乳
児
死
亡
率
が
高
か
っ
た
地
域
ほ
ど
大
き
く
、
一
九
三
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五
年
に
お
け
る
乳
児
死
亡
率
は
地
域
に
よ
る
格
差
が
減
少
し
、
平
準

化
し
て
い
る
。
他
方
、
下
痢
、
特
に
呼
吸
器
疾
患
に
よ
る
乳
児
死
亡

の
地
域
間
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
。
呼
吸
器
疾
患
に
よ
る
乳
児
死
亡

率
の
低
下
幅
の
地
域
間
格
差
の
原
因
が
居
住
条
件
の
差
で
あ
る
と
す

る
著
者
は
、
建
築
年
数
の
長
さ
、
水
は
け
・
通
風･

採
光
、
居
住
人

口
密
度
等
の
点
で
居
住
条
件
が
劣
位
に
あ
る
住
宅
を
不
良
住
宅
と
し

て
、
不
良
住
宅
居
住
者
比
率
が
乳
児
死
亡
率
・
呼
吸
器
疾
患
乳
児
死

亡
率
・
先
天
性
弱
質
乳
児
死
亡
率
・
下
痢
乳
児
死
亡
率
・
新
生
児
死

亡
率
・
住
民
の
全
年
齢
粗
死
亡
率
に
与
え
る
影
響
を
推
計
し
て
い
る
。

　

不
良
住
宅
居
住
者
比
率
は
、
呼
吸
器
疾
患
乳
児
死
亡
率
・
乳
児
死

亡
率
・
新
生
児
死
亡
率
・
全
年
齢
粗
死
亡
率
と
有
意
な
正
の
相
関
が

あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
居
住
環
境
の
劣
位
が
伝
染
性
の
下

痢
に
よ
る
乳
児
死
亡
率
上
昇
の
一
因
と
な
り
得
る
と
す
る
推
測
が
当

て
は
ま
ら
な
か
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
そ
の
他
の
条
件
の
相
違
、
例
え

ば
、
栄
養
指
導
を
行
う
小
児
保
健
所
の
有
無
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
と
著
者
は
考
え
る
。
そ
こ
で
、
散
布
図
で
特
異
点
と
な
る

一
地
域
を
除
外
し
て
上
述
の
変
数
間
の
関
係
を
見
る
と
、
下
痢
・
先

天
性
弱
質
乳
児
死
亡
率
も
そ
れ
ぞ
れ
有
意
と
な
り
、
結
論
と
し
て
、

呼
吸
器
疾
患
、
下
痢
、
先
天
性
弱
質
の
順
で
住
宅
の
質
は
乳
児
死
亡

率
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

次
い
で
著
者
が
試
み
た
の
は
、
一
九
三
七
年
に
大
阪
市
保
健
部
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
乳
児
発
育
健
康
調
査
」
を
用
い
て
、
母
乳
哺

育
が
乳
児
死
亡
率
・
呼
吸
器
疾
患
乳
児
死
亡
率
・
下
痢
乳
児
死
亡

率
・
先
天
性
弱
質
乳
児
死
亡
率
に
与
え
る
影
響
を
分
析
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
地
域
・
階
層
に
よ
っ
て
回
収
状
況
に
か
な
り

の
偏
差
が
あ
る
も
の
の
、
母
乳
哺
育
・
月
別
乳
児
身
長
・
体
重
、
頭

囲
・
胸
囲
・
予
防
接
種
率
の
他
、
台
所
共
有
、
親
の
職
業
・
収
入
・

学
歴･

在
阪
期
間
、
分
娩
歴
等
、
乳
児
死
亡
分
析
に
と
っ
て
貴
重
な

情
報
を
含
む
資
料
で
あ
る
。
単
回
帰
分
析
の
結
果
、
母
乳
率
は
呼
吸

器
疾
患
乳
児
死
亡
率
・
下
痢
乳
児
死
亡
率
と
負
の
相
関
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
の
期
間
に
乳
児
死
亡
率
が
大

き
く
低
下
し
た
細
民
居
住
地
域
に
お
い
て
、
事
態
の
改
善
に
貢
献
し

た
要
因
は
、
訪
問
看
護
婦
、
あ
る
い
は
保
健
婦
に
よ
る
育
児
・
栄
養

指
導
で
あ
っ
た
。
一
方
、
乳
児
死
亡
率
低
減
の
た
め
の
制
度
的
な
枠

組
み
の
整
備
や
篤
志
家
に
よ
る
支
援
の
傍
ら
で
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た

の
は
、
予
防
的
抑
制
策
と
も
い
う
べ
き
避
妊
に
よ
る
産
児
制
限
の
た

め
の
組
織
の
設
立
で
あ
っ
た
。
一
九
二
九
年
か
ら
始
ま
る
不
況
と
失

業
に
伴
う
貧
困
と
母
性
の
保
護
、
乳
児
死
亡
率
の
低
下
と
い
う
当
時

と
し
て
は
極
め
て
解
決
困
難
な
課
題
は
、
大
阪
で
は
低
所
得
者
階
層
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を
対
象
と
す
る
軽
費
診
療
を
目
的
と
し
た
「
無
産
者
診
療
所
」、
医

師
会
の
治
療
費
減
額
、
健
康
な
出
産
を
促
進
す
る
「
無
産
者
産
婆

会
」、
社
会
事
業
連
盟
・
労
働
運
動
家
・
農
民
運
動
家
等
の
支
援
に

よ
る
「
優
生
相
談
所
」
と
い
う
名
称
の
事
実
上
の
産
児
制
限
相
談
所

開
設
と
し
て
結
実
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
と
連
動
し
た
も
の
と
し
て
、

女
性
の
選
挙･

被
選
挙
権
の
獲
得
に
よ
る
権
利
の
向
上
、
政
治
結
社

の
自
由
、
母
性
保
護
、
労
働
条
件
の
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
的

課
題
達
成
の
た
め
の
結
社
、
無
産
者
女
性
運
動
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
。

　

一
九
三
七
年
保
健
所
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
保
健
事
業
が
国
の
所

管
へ
移
行
し
、
従
来
大
阪
で
は
私
的
な
社
会
事
業
が
担
っ
て
い
た
母

子
保
健
と
疾
病
予
防
へ
の
取
り
組
み
は
、
公
的
あ
る
い
は
そ
れ
に
準

ず
る
機
関
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
設
置
さ
れ
た
厚
生
省
の
存

在
も
社
会
衛
生
事
業
の
曲
が
り
角
と
な
っ
た
。
第
六
章
「
公
衆
衛
生

体
制
の
成
立
と
占
領
下
の
保
健
事
業
」
は
、
戦
中
・
戦
後
の
大
阪
に

お
け
る
公
衆
衛
生
事
業
の
転
換
と
第
二
次
大
戦
後
占
領
下
の
保
健
事

業
の
変
遷
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
わ
が
国

に
お
け
る
公
衆
衛
生
体
制
に
関
し
て
特
記
す
べ
き
は
、
戦
争
遂
行
の

た
め
の
喫
緊
の
目
標
で
あ
っ
た
兵
力
の
増
強
、
兵
士
の
健
康
水
準
と

体
位
の
向
上
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
国
家
と
地
方
自
治
体

が
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
、
感
染
症
の
う
ち
罹
患
率
が
極
め
て
高
く
、

壮
丁
の
体
位
に
直
接
影
響
す
る
結
核
の
予
防
と
性
病
の
撲
滅
で
あ
っ

た
。
主
と
し
て
こ
う
し
た
政
策
実
現
の
た
め
に
働
い
た
の
は
、
大
阪

に
お
い
て
早
く
か
ら
導
入
さ
れ
た
保
健
婦
で
あ
っ
た
。

　

戦
中
の
人
口
増
加
・
体
位
向
上
の
た
め
の
施
策
は
、
流
産
・
早

産
・
脚
気
・
死
産
・
先
天
性
弱
質
の
予
防
と
発
生
防
止
策
の
遂
行
と

い
う
形
を
と
っ
た
。
梅
毒
・
妊
娠
中
毒
症
・
結
核
・
脚
気
・
栄
養
不

良
の
防
止
の
た
め
に
市
内
の
育
児
相
談
所
に
配
置
さ
れ
て
い
た
産
婆

は
、
妊
婦
に
対
し
て
保
健
指
導
を
行
っ
た
。
一
九
四
一
年
に
実
施
さ

れ
た
妊
婦
の
健
康
診
断
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
阪
市
に
お
い
て
最
も
高

い
比
率
を
占
め
た
疾
病
は
、
脚
気
、
次
い
で
妊
娠
中
毒
症
で
あ
っ
た
。

兵
力
、
あ
る
い
は
戦
争
遂
行
の
た
め
の
労
働
力
の
質
の
調
査
と
訓

練
・
休
養
・
治
療
を
目
的
と
し
て
一
九
四
〇
年
・
一
九
四
二
年
に
国

民
体
力
法
が
制
定
さ
れ
、
壮
丁
予
備
検
診
等
に
よ
っ
て
体
力
検
査
が

実
施
さ
れ
た
が
、
こ
の
場
合
に
も
保
健
婦
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。

　

大
阪
に
お
け
る
公
衆
衛
生
責
任
機
関
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
公
的

機
関
と
し
て
の
保
健
所
、
あ
る
い
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
完
備
し
て
い
た

健
康
相
談
所
は
、
結
核
予
防
・
早
期
発
見
・
治
療
の
啓
蒙
活
動
を
推

進
し
、
小
児
健
康
相
談
所
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を
実
施
し
て
予
防

に
努
め
た
。
保
健
所
に
は
看
護
婦
資
格
を
有
す
る
保
健
婦
の
常
駐
が

義
務
付
け
ら
れ
、
結
核
、
そ
の
他
の
感
染
症
の
予
防
、
ト
ラ
ホ
ー
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ム
・
寄
生
虫
除
去
、
性
病
の
予
防
と
治
療
に
当
た
っ
た
。
乳
児
死
亡

率
低
減
策
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
設
立
後
間
も
な
い
厚
生
省
が
実
施

し
た
全
国
の
農
村
・
都
市
別
の
乳
児
死
亡
率
調
査
の
結
果
が
興
味
深

い
。
大
阪
府
で
は
、
例
え
ば
岸
和
田
市
の
一
九
六
・
一
パ
ー
ミ
ル
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
都
市
部
の
繊
維
工
業
地
帯
に
お
け
る
乳
児
死
亡

率
の
高
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。
農
村
部
の
乳
児
死
亡
率
の
水
準
は
、

北
河
内
郡
の
一
四
三･
七
パ
ー
ミ
ル
、
豊
能
郡
の
一
四
一･

四
パ
ー

ミ
ル
を
除
い
て
、
一
〇
七
・
二
～
一
二
二
・
一
パ
ー
ミ
ル
の
範
囲
内

に
あ
っ
た
。

　

第
二
次
大
戦
後
の
厳
し
い
食
糧
難
に
直
面
し
た
わ
が
国
の
状
況
を

調
査
す
る
た
め
、
連
合
国
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
、
四
回
に
わ

た
っ
て
栄
養
調
査
を
実
施
し
た
。
大
阪
、
名
古
屋
、
福
岡
な
ど
の
都

市
生
活
者
の
摂
取
量
は
極
め
て
低
く
、
一
五
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
を
下
回

る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
終
戦
後
の
国
民
の
窮
状
は
、
栄
養
摂
取
水
準

の
低
さ
だ
け
で
は
な
く
、
結
核
・
皮
膚
病
・
発
疹
チ
フ
ス
・
コ
レ
ラ

等
の
感
染
症
の
蔓
延
と
な
っ
て
現
れ
た
。
大
阪
市
の
各
保
健
所
は
、

戦
災
被
害
者
・
外
地
か
ら
の
引
揚
者
・
復
員
軍
人
・
遺
家
族
を
対
象

に
臨
時
無
料
診
療
所
を
開
設
し
、
救
済
に
当
た
っ
た
。
一
九
四
七
年

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
公
衆
衛
生
福
祉
局
は
保
健
所
強
化
の
方
針
を
打
ち
出
し
、

保
健
所
法
が
再
び
改
正
さ
れ
た
。
大
阪
で
は
こ
の
法
改
正
に
基
づ
い

て
、
以
後
す
べ
て
の
行
政
区
に
保
健
所
が
設
置
さ
れ
、
地
域
に
お
け

る
保
健
・
医
療
・
検
査
業
務
が
充
実
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
わ
が
国
は
新
た
な
公
衆
衛
生
知
識
、
疾
病
予
防
・
看

護
法
と
そ
の
制
度
、
受
胎
調
節
に
よ
る
産
児
制
限
の
推
進
、
ワ
ク
チ

ン
・
ペ
ニ
シ
リ
ン
投
与
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
治
療
法
の
導
入
と

い
う
大
き
な
変
革
を
経
験
し
、
戦
前
期
と
比
較
し
て
、
顕
著
な
改
善

が
見
ら
れ
た
分
野
も
あ
っ
た
。

　

終
章
に
お
い
て
著
者
は
、
近
世
か
ら
二
一
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で

に
大
都
市
に
居
住
す
る
女
性
が
経
験
し
た
労
働
・
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
・
医
療
の
あ
り
方
、
そ
し
て
女
性
の
社
会
的
地
位
の
変
遷
を
総

括
し
、
今
日
、
労
働
と
育
児
の
両
立
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
、
そ

の
原
因
は
何
か
を
問
い
、
合
理
的
な
解
決
の
方
策
を
提
言
し
て
い
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
と
り
わ
け
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
参
加
を
困
難
に

し
て
い
る
性
別
役
割
分
業
と
い
う
思
想
、
そ
れ
が
制
度
化
さ
れ
た
専

業
主
婦
を
優
遇
す
る
保
険
・
年
金
制
度
、
税
制
の
改
革
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
。

　

尚
、
本
書
の
は
じ
め
に
は
人
口
学
専
門
用
語
に
な
じ
み
の
薄
い
読

者
の
た
め
に
、
簡
単
な
用
語
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末

に
は
、
一
八
七
八
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
の
大
阪
府
・
市
お
よ
び

全
国
の
乳
幼
児
保
護
・
食
生
活
・
医
学
・
栄
養
学
（
生
化
学
）
に
関
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連
す
る
主
な
制
度
、
法
令
、
医
療
機
関
の
設
立
、
治
療
薬
・
方
法
の

変
化
等
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

母
胎
の
状
況
と
出
生
後
の
外
的
環
境
が
乳
児
死
亡
に
与
え
る
影
響

を
科
学
的
に
識
別
可
能
な
方
法
が
あ
れ
ば
、
乳
児
死
亡
分
析
は
精
緻

な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
医
師
と
し
て
収
集
し
た
膨
大
な
乳
児
死

亡
の
症
例
を
分
析
し
、
内
生
性
と
外
生
性
の
乳
児
死
亡
を
識
別
す
る

経
験
則
を
い
ち
早
く
開
発
し
た
わ
が
国
乳
児
死
亡
研
究
の
泰
斗
で
あ

る
丸
山
博
氏
の
ア
ル
フ
ァ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
［
乳
児
死
亡
率
（
数
）

／
新
生
児
＝
出
生
後
二
八
日
未
満
児
死
亡
率
（
数
）］
を
用
い
て
、

著
者
は
大
阪
の
乳
児
死
亡
の
特
徴
を
検
出
し
、
市
内
各
地
域
の
乳
児

の
生
育
条
件
や
衛
生
状
態
を
推
量
し
て
い
る
（
八
～
九
頁
、
七
七
～

七
九
頁
、
一
六
六
頁
、
一
八
九
頁
、
二
九
三
頁
他
）。
例
え
ば
、
一
九
二

〇
年
の
大
阪
市
内
各
地
域
の
ア
ル
フ
ァ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
関
し
て
、

「
乳
児
死
亡
率
と
α
─

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
、
木
津
の
三
六
三
・
八
パ
ー

ミ
ル
と
四
・
八
、
日
本
橋
の
三
〇
八
・
四
パ
ー
ミ
ル
と
四
・
一
二
、

本
庄
の
二
九
七
・
七
パ
ー
ミ
ル
と
四
・
六
一
の
よ
う
に
細
民
居
住
地

域
が
高
値
を
示
し
、
乳
児
の
生
育
条
件
や
衛
生
状
態
が
悪
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
七
九
頁
）。

　

統
計
学
者
・
人
口
学
者
・
衛
生
学
者
の
一
部
は
、
乳
児
死
亡
の
構

成
を
分
析
す
る
際
に
著
者
が
用
い
て
い
る
ア
ル
フ
ァ
・
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
の
有
効
性
に
関
し
て
、
主
と
し
て
新
生
児
死
亡
記
録
の
信
憑
性
の

点
か
ら
懐
疑
的
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
信
頼
で
き
る
乳
児
死

亡
日
齢･

週
齢
・
月
齢
・
年
齢
記
録
の
利
用
可
能
性
と
正
確
な
乳
児

死
亡
率
記
録
を
担
保
す
る
制
度･

統
計
調
査
機
関
の
あ
り
方
は
重
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
歴
史
人
口
学
の
領
域
に
お
い
て
乳

児
死
亡
の
内
容
を
分
析
す
る
場
合
に
は
、
他
の
方
法
を
利
用
す
る
こ

と
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
死
因
構
成
が
不
明
な
乳
児
死
亡
集
団

を
標
本
と
し
て
、
先
天
的
素
質
因
子
に
よ
る
死
亡
か
、
出
生
後
の
乳

児
が
置
か
れ
た
環
境
的
因
子
、
社
会
的
条
件
に
よ
る
死
亡
か
を
推
定

で
き
る
便
利
な
分
析
用
具
と
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の

有
効
性
は
な
お
否
定
で
き
な
い
。

　

事
実
、
ア
ル
フ
ァ･

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
最
近
の
研
究
、
例

え
ば
、
白
井
泉
「
乳
児
死
亡
の
構
造
と
丸
山
博
の
ア
ル
フ
ァ
・
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
─
新
生
児
死
亡
＝
母
胎
・
母
体
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
指

標
の
発
見
─
」（『
三
田
学
会
雑
誌
』
九
九
巻
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
あ

る
い
は
藤
岡
光
夫
「
統
計
的
乳
児
死
亡
研
究
に
お
け
る
α
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
の
利
用
─
そ
の
現
代
的
意
義
と
方
法
」（『
旭
川
大
学
紀
要
』
第

二
七
号
、
一
九
八
八
年
）
等
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ラ

ン
ス
の
人
口
学
者
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア･

ピ
シ
ャ
（Jean Bourgeois-

Pichat

）
の
内
生
的
な
乳
児
死
亡
率
と
丸
山
博
の
主
張
で
あ
る
内
生
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的
な
乳
児
死
亡
、
す
な
わ
ち
新
生
児
死
亡
率
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア･

ピ

シ
ャ
の
外
生
的
な
乳
児
死
亡
率
の
各
変
数
間
に
は
非
常
に
強
い
正
の

相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ブ
ル

ジ
ョ
ア･
ピ
シ
ャ
の
内
生
的
な
乳
児
死
亡
率
、
新
生
児
死
亡
率
い
ず

れ
も
内
生
的
な
乳
児
死
亡
率
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

外
生
的
な
乳
児
死
亡
率
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
但
し
、

内
生
的
な
乳
児
死
亡
＝
母
胎
・
母
体
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
の
指
標

と
し
て
意
味
づ
け
る
限
り
に
お
い
て
、
妊
娠
中
お
よ
び
妊
娠
前
の
母

胎
・
母
体
の
状
況
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
新
生
児
死
亡
率
を
用
い

る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
」（
一
部
省
略
・
要
約
）（
白
井
泉
、
前
掲
論
文
、

一
二
八
頁
）。
従
っ
て
、
著
者
が
本
書
の
随
所
で
、
明
治
末
期
か
ら

今
日
ま
で
乳
児
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
が
乳
児
に
与
え
る
影
響
を

推
測
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
用
い

る
こ
と
は
当
を
得
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
著
者
に
期
待
す
る
の
は
、
以
下
の
諸
点
の
解

明
で
あ
る
。
先
ず
、
明
治
期
以
来
の
大
都
市
間
の
乳
児
死
亡
率
、
あ

る
い
は
死
因
別
乳
児
死
亡
の
相
違
の
原
因
の
究
明
で
あ
る
。
例
え
ば
、

大
阪
市
・
東
京
市
・
名
古
屋
市
・
大
阪
府
・
東
京
府
の
う
ち
、
死
産

率
、
先
天
性
弱
質
死
亡
率
、
あ
る
い
は
現
在
で
は
よ
り
正
確
な
乳
児

死
亡
の
指
標
と
さ
れ
て
い
る
周
産
期
死
亡
率
（
妊
娠
八
ヶ
月
以
降
の

後
期
死
産
数
と
出
生
後
一
週
間
未
満
の
早
期
新
生
児
死
亡
数
の
合
計
／
後

期
死
産
数
と
出
生
数
の
合
計
）、
死
産
に
お
け
る
非
嫡
出
子
率
、
妊
産

婦
死
亡
率
、
梅
毒
乳
児
死
亡
率
等
に
お
い
て
、
名
古
屋
市
は
他
の
都

市
よ
り
も
明
ら
か
に
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。
一
二
七
～
一
二
九
頁

に
そ
の
原
因
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
が
あ
る
が
、
統
計
調
査
・
編
成

の
仕
方
、
人
口
規
模
、
人
口
密
度
、
雇
用
状
況
、
住
宅
、
医
療
・
公

衆
衛
生
に
お
け
る
基
盤
整
備
、
社
会
事
業
制
度
の
充
実
の
相
違
が
こ

う
し
た
相
違
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
今
後
詳
し
く
分
析
す
べ
き
興
味

深
い
課
題
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
著
者
が
精
力
を
注
い
で
明
ら
か

に
し
た
大
都
市
大
阪
の
乳
児
死
亡
の
あ
り
方
が
、
逆
に
そ
の
他
の
都

市
の
特
質
を
照
射
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
と
関
連
し
て
、
大
阪
市
と
郡
部
に
お
け
る
乳
児
死
亡
の
構
成
、

特
に
死
因
別
乳
児
死
亡
の
詳
し
い
比
較
は
都
市
固
有
の
乳
児
死
亡
の

実
態
を
浮
き
彫
り
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
都
市
と
農
村
に
お
け
る
環
境

因
子
、
栄
養
摂
取
水
準
、
母
親
の
労
働
条
件
、
育
児
、
公
衆
衛
生
基

盤
整
備
の
相
違
が
乳
児
死
亡
に
与
え
る
影
響
の
詳
細
な
検
討
を
望
み

た
い
。
ま
た
、
著
者
は
第
二
章
に
お
い
て
、
地
域
別
の
幼
児
死
亡
率

に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
て
い
る
。
幼
児
死
亡
分
析
は
著
者
の
本
来

の
課
題
で
は
な
い
が
、
乳
幼
児
死
亡
率
・
生
存
率
を
勘
案
し
た
実
効

出
生
力
は
大
阪
市
を
構
成
す
る
各
地
域
に
無
視
し
得
な
い
格
差
を
生
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ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
世
紀
末
期･

二
〇
世
紀
初
頭
の

イ
ギ
リ
ス
を
例
に
と
れ
ば
、
年
齢
別
生
存
率
曲
線
に
お
い
て
、
大
規

模
都
市
の
乳
児
お
よ
び
五
歳
児
ま
で
の
男
子
の
生
存
率
の
低
下
の
程

度
は
著
し
か
っ
た
。
同
じ
時
期
の
大
阪
で
も
こ
う
し
た
傾
向
は
見
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
各
地
域
に
お
け
る

人
口
規
模
、
年
齢
・
性
別
構
成
、
性
比
あ
る
い
は
人
口
移
動
率
は
分

析
の
期
間
中
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
各
地
域
の

女
子
総
人
口
に
占
め
る
再
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
お
よ
び
事
実
婚
を

含
め
た
女
子
有
配
偶
率
の
動
向
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　

本
書
第
五
章
、
第
二
節
「
住
宅
と
呼
吸
器
疾
患
に
よ
る
乳
児
死

亡
」
に
お
い
て
、
著
者
は
居
住
条
件
と
乳
児
の
呼
吸
器
疾
患
と
の
関

連
の
分
析
を
試
み
て
い
る
が
、
環
境
要
因
と
死
因
別
乳
児
死
亡
に
関

し
て
は
、
統
計
資
料
が
利
用
可
能
で
あ
れ
ば
、
水
系
感
染
症
で
あ
る

腸
チ
フ
ス
等
の
消
化
器
疾
患
乳
児
死
亡
の
動
向
に
も
注
意
を
払
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
上
下
水
道
・
排
泄
設
備
・
台
所
占
用
率
・
排
水
の
状

況
が
水
系
感
染
症
の
罹
患
率
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
う
し
た
分
析
は
、
感
染
経
路
の
特
定
に
繋
が
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

同
時
期
の
他
国
、
あ
る
い
は
現
在
の
発
展
途
上
国
と
の
国
際
比
較

を
進
め
る
こ
と
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
早
い
時
期
か
ら
統
計
制

度
が
整
備
さ
れ
、
数
値
に
信
頼
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
国
々
、
例
え

ば
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
北
欧
諸
国
と

の
比
較
研
究
は
実
り
多
い
結
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
国

際
比
較
を
す
る
場
合
に
は
、
制
度
上
の
相
違
に
充
分
留
意
す
べ
き
で

あ
る
。
死
産
・
流
産
・
そ
の
他
乳
児
死
亡
の
定
義
あ
る
い
は
届
け
出

制
度
（
医
師
に
よ
る
死
亡
診
断
書
、
検
案
書
等
）
の
相
違
も
統
計
の
質

を
左
右
す
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

医
学
史
、
疫
学
、
人
口
学
、
あ
る
い
は
歴
史
人
口
学
研
究
の
最
近

に
お
け
る
成
果
を
吸
収
し
た
乳
児
死
亡
の
詳
細
な
実
態
の
解
明
と
乳

児
死
亡
率
低
下
の
た
め
の
公
的
あ
る
い
は
慈
善
組
織
に
よ
る
施
策
・

促
進
組
織
の
関
係
を
探
っ
た
点
に
お
い
て
、
本
書
の
意
義
は
少
な
く

な
い
。
都
市
内
部
の
地
域
に
よ
る
死
亡
率
の
顕
著
な
格
差
を
鮮
明
に

し
た
点
に
お
い
て
も
、
本
書
は
近
現
代
都
市
史
研
究
に
資
す
る
と
こ

ろ
が
大
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
末
期
以
降
の
わ
が
国
に
お
け
る
女
性

労
働
史
研
究
、
保
健
・
衛
生･

栄
養
・
育
児
教
育
制
度
の
実
態
、
あ

る
い
は
労
働
者
家
族
の
家
計
研
究
に
対
し
て
も
、
本
書
は
貴
重
な
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

統
計
処
理
方
法
（
中
澤
港
、
大
阪
市
政
調
査
会
『
市
政
研
究
』
二
〇

一
七
年
冬
一
九
四
号
、
二
〇
一
七
年
一
月
）、
時
期
区
分
・
人
口
転
換

と
の
関
連
・
公
衆
衛
生
政
策
の
意
図
（
村
知
稔
三
、『
幼
児
教
育
史
研
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究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
）、
全
体
と
し
て
の
論
旨
の
一

貫
性
の
問
題
（
杉
田
菜
穂
、
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
雑
誌
』

第
一
一
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
九
月
）、
他
の
大
都
市
と
の
比
較
、

一
九
三
〇
年
に
お
け
る
大
阪
市
の
就
業
人
口
分
類
の
方
法
、
里
子･

貰
子
の
問
題
、
あ
る
い
は
医
療
・
衛
生
事
業
の
効
果
（
大
杉
由
香
、

『
歴
史
と
経
済
』
第
二
三
六
号
、
二
〇
一
七
年
七
月
）、
死
因
別
乳
児
死

亡
と
免
疫
力
の
関
係
（
村
越
一
哲
、『
人
口
学
研
究
』
第
五
三
号
、
二
〇

一
七
年
九
月
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
も
既
に

幾
つ
か
の
書
評
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
に
お
い
て
積
み
残

さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
著
者
の
研
究
上
の
導
き
の

糸
の
一
つ
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
乳
児
死
亡
研
究
の
わ
が
国
に
お
け
る

開
拓
者
で
あ
っ
た
丸
山
博
氏
の
『
死
児
を
し
て
叫
ば
し
め
よ
』
と
い

う
願
い
は
、
本
書
に
お
い
て
半
ば
達
成
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

樋
上
惠
美
子
著
『
近
代
大
阪
の
乳
児
死
亡
と
社
会
事
業
』（
大
阪
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
六
年
二
月
刊
、
Ａ
５
判
、
ⅹ
＋
三
三
六
頁
、
本
体
価

格
七
、
〇
〇
〇
円
）

（
や
す
も
と
　
み
の
る
・
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
）


